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①介護記録のシステム化とは

日々の記録を集約し、データ化することで、業務の
効率化を図ることです。

・記録システムの導入とは？

・記録システムの導入効果は？

集約されたデータを活用することで、一日の業務が
およそ２割効率化するという報告があります。

※一日の労働時間８時間＝４８０分
その２割＝９６分になります。
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②システム導入に向けて

毎日の実施記録と確認作業を行えば、月末に集約された書
類が完成し、レセプトが簡単に行えます。

・ポイントは日々の記録を集約すること
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例）デイサービス
９月平均利用２８名
レセプト７０件
月末作業はチェックだけ
実質２時間で請求業務終了

日々入力し、チェックを行う
ため、間違いが非常に少なく
なります。月末はボタン一つ
で個別のデータを出力できま
す。
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③様々な機会で便利な機能

・利用者宅でフェイスシートを作成できる

・事業所に帰って、ワード・エクセルなどに転記する二度手間がなくなります。
・格安ＳＩＭを利用すれば、月々９８０円でルーターを利用することができます。
・家の間取りは写真で記録すれば、正確な情報を職員間で共有することができます。
・経年情報の上書き、年齢が自動で更新されるなど書類の管理が楽になります。
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③様々な機会で便利な機能

・入力情報を様々な形式で活用できる

一度入力した情報がそれぞれの書類の必要部分に反映
されるため、二度書きする手間が省けます。
一度の入力で、実績の入力、記録書類の作成、連絡
ノート、職員間の情報共有など、様々な業務書類を同
時に作成できるようになります。最終的に各書類を確
認して、必要事項を記入すれば完成するため、業務の
効率化に繋がります。
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④導入を阻む理由

・導入しただけでは全く使えないという問題がある

《問題点》

1. 日常記録が追いついていない。当日に記録を残していない。
2. 提供する介護保険の法律やサービスについて知識が無い。
3. 職員が変化を嫌う、紙に依存する。
4. 導入費用が高額である。維持管理費が必要である。
5. 隠蔽体質、業務の後回しなど管理業務がなされていない。
6. その他

導入を阻む一番の問題点は、法人の業務管理体制や職員教育の質が低下し
ている点です。
日々の業務や管理がしっかり行えていない事業所がシステムを導入すると、
月末にまとめて入力しようするため、残業が増え、一切効率化に繋がらな
いという状況に陥ります。
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⑤導入に向けた取り組み

・移行作業は時間を区切りスムーズに行う

1. 紙媒体からシステムに移行する計画日時を決める。
2. パソコン・タブレットを利用する時間と担当を決める。

緩やかな移行計画や職員任せのシステム使用管理は、失敗に終わる危険性があ
ります。

７



⑥導入に向けたルールの明確化

・必ず就業規則にデータの取扱ルールを定める

システム化を進めると便利になる反面、職員管理をしっかり行わないとウイルス
感染、除法漏洩、ＳＮＳによるネット炎上など、様々な問題を引き起こします。
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⑦まとめ

① 記録システムの導入ができれば、二度と紙に戻れない。こ
れが答えである。

② さらに人口減少が進む時代に、業務効率化ができなければ、
生き残ることができない。

③ ｉＰａｄを使用した記録入力ありとハローワークに書くと、
若い人の採用が掛かりやすい。

④ データのクラウド化により、どこにいても書類の管理監査
が遠隔で行え、健全な介護運営を行いやすくなる。

⑤ 文言統一、外国人労働者というキーワードが出ているが、
システム化すれば、ボタン一つで様々な言語に変換できる。
翻訳ソフトも進化しており、コミュニケーションツールと
して活用が可能となる。

⑥ 現在の施設管理がしっかりできていないと導入はできない。
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